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学校図書館を活用した国語科授業の創造 
－ファンタジー作品を中核にして－
Creation of Japanese language classes using the library 
－Focusing fantasy books－
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２ 動物 ケネス・グレアム『たのしい川べ』石井桃子訳、1963年 
ヒュー・ロフティング『ドリトル先生アフリカ行き』井伏鱒二訳、岩波書店、1978年 
斎藤敦夫文、薮内正幸絵『冒険者たち』岩崎書店、1982年 





５ 館 L.Mボストン『グリーン・ノウの子どもたち』亀井俊介訳、評論社、1972年 
フィリッパ・ピアス『トムは真夜中の庭で』高杉一郎訳、岩崎書店、1975年 
６ 時間 アリスン・アトリー『時の旅人』小野章訳、評論社、1980年 
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K．ピアソン文、葛西敏行絵『床下の古い時計』足沢良子訳、金の星社、1990年 






















































































   「やまなし」は、宮沢賢治の心象風景を描いている作品である。青い2枚の幻灯、そして、小さな谷川の青い
水底というように青の色が作品全体を包み込んでいる。また「二重視」（吉本隆明）によって表され、賢治の豊
かな表現方法によって夢の中の世界のような美しさを感じさせられる。 



























































































































































































 ② 「生きる」という問い 
   第2次では、記録冊子をまとめる論点を「やまなし」や「生きる」を論点にした共通読書作品を通してつかむ
学習活動を行った。 








































































































































・「人が生きるとは」長谷川栄子他『〔実践国語研究別冊 1996年版 NO.164 読者としての子どもを育てる文学の
授業集成２－理解指導と読書指導の統合－』井上一郎編著／全国国語教育実践研究会編集（1996）明治図書 
・「ファンタジー世界に浸る」長谷川栄子『国語力の基礎・基本を造る―創造力育成の実践理論と展開』井上一郎編
著（2004）明治図書 
・『物語とふしぎ』河合隼雄（1996）岩波書店 
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